
 成果 

以前の研修で教えていただいたことを参考にして、保健体育の授業で、ICT 機器を用いた授業

実践を行った。流れとしては、動画を撮影し、演技後にその様子をテレビに映し出し、全体のフ

ォーメーションの確認を行った。撮影した動画を確認すると自分の動きを振り返ること、相手の

動きから良いところなどを見出すことができた。その中で、「もう少しこうしたらいいんじゃな

い？」や「○○さんの動きすごいな」などといった声が上がり、学年の垣根を越えての話し合い

活動に発展した。 

動画を確認したのちの演技では良いところとして挙がった動きはものすごく堂々と演技してい

た。課題としていた動きは少しずつではあったが改善されているようにも見えた。 

 

課題 

 撮影者（授業者）のミスで横一列の体系に並んだ際に両端の生徒が見切れてしまった。 

 撮影する際に光の具合を考えずに行ったため逆光で非常に見づらい動画になってしまった。 

 話し合いの時間を多くとりすぎて予定していた練習時間が短くなった。 

 全体だけでなく各個人の動画撮影をしても良いと思った。 

お互いに撮影をしあうことで動きを確実に覚えられるのではないのか。 
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２ 実践内容 

 ICT を用いて行う保健体育科の授業「ソーラン節」 

３ 成果と課題 

 


